
小学校第３学年 道徳 学習指導案 
期 日 平成 29 年２月 17 日（金）第２校時 

場 所 山鹿市立山鹿小学校 ３年３組教室 

指導者 教諭  古閑 彩香        

１ 主題名  

「感謝の心」  Ｃ 感謝 

２ 教材名 

「道しるべ」（道徳教育用郷土資料「くまもとの心」小学校３・４年 熊本県教育委員会） 

３ 主題について 

(1) ねらいとする内容項目（価値）について 

 本主題は，自分の日々の生活は多くの人々の支えがあることを考え，広く人々に尊敬と感謝の念を持

つことに関する内容項目である。中学年での「家族など生活を支えてくれている人々や現在の生活を築

いてくれた高齢者に，尊敬と感謝の気持ちをもって接すること」という学びが，高学年の「日々の生活

が家族や過去からの多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し，それに応えるこ

と」へと発展していくこととなる。 

 私たちは，様々な人に支えられ，助けられながら生きている。人々に支えられ助けられて自分の生活

が成り立っているということを知ることで，周りの人に対して，尊敬と感謝の気持ちが生まれてくる。

それは，日々の生活，あるいは自分が存在することに対する感謝へと広がり，生命尊重や人間尊重の精

神を支えるものにもなる。また，相手に対する尊敬と感謝の気持ちを持って，互いに認め合っていくこ

とは，よりよい人間関係を築くためにも不可欠である。 

 日頃，子どもたちがお世話になっている人はたくさんいる。今，自分が幸せに過ごしているのは，多

くの人々の支えと恩恵を受けているからであるが，そのことにはなかなか気付きにくい。子どもたちに，

日々の生活を支えてくれている人の存在に気付かせ，その行動の意義やその人の願いなどを理解させる

ことにより，尊敬と感謝の心情を育てたいと考え，本主題を設定した。 

 

(2) 児童の実態について 

 本学級は 30 名。１月に実施した道徳の時間に関する意識調査の結果は，以下の通りである。 

 （４件法により調査：４ とてもそう思う，３ そう思う，２ あまり思わない，１ 思わない） 

番 号 質 問 項 目 平均値

１ 道徳の時間に，自分にとって大切なことが分かる。 3.24 

２ 道徳の時間に，今まであったことを思い出して，その時の自分と比べながら考えている。 2.86 

３ 道徳の時間に，これからの自分はこうしていきたいと考えている。 3.28 

４ 道徳の時間に，自分の思うことを発言できている。 3.10 

５ 話合いで，友だちの考えと自分の考えを比べながら聞いている。 3.17 

６ 
話合いで，友だちの考えと自分の考えを比べて聞いた後，はっとしたり，なるほどと 

思ったりするところがある。 
2.90 

７ 話合いで，自分の考えと同じだなと思ったり，自分の考えが変わったりする。 3.17 

８ 道徳の時間に，ペアでする話合いが好きである。 2.59 

９ 道徳の時間に，ペアでする話合いは，自分が考えるために役に立つと思う。 3.20 

10 道徳の時間に，グループで話し合ったり活動したりすることが好きである。 3.10 

11 グループで話し合うことで，自分の考えがより深まることがある。 3.17 

12 
これまでに自分がどうすればよいかを迷ったとき，道徳の時間に考えたことや話し合っ

たことを思い出すことがある。 
3.10 

（Ｎ＝30 人） 

 意識調査の結果，道徳の時間に「自分にとって大切なことが分かる。」や「これからの自分はこうして

いきたいと考えている。」と考えている児童が多いことから，道徳的価値についての理解を基に，自己の

生き方について考えを深めていることが窺える。また，話合いで「友達の考えと自分の考えを比べなが

ら聞いている。」，あるいは「自分の考えと同じだなと思ったり，自分の考えが変わったりする。」という



項目の数値の高さから，自己の生き方について考えを深める際に，友達の意見が大きく影響しているこ

とが考えられる。 

 反面，道徳の時間に「今まであったことを思い出して，その時の自分と比べながら考えている。」や「友

だちの考えと自分の考えを比べて聞いた後，はっとしたり，なるほどと思ったりするところがある。」と

いった項目に対する受け止めがやや弱く，「自己を見つめる」や「物事を多面的・多角的に考える」とい

う学習には至っていない児童も見受けられる。 

 学習形態としては，ペアで話し合うよりも少人数のグループで話し合うことを好む傾向にある。 

 ねらいとする価値に対して，意識調査を実施したところ，以下のような傾向が見られた。 

 いる いない 

あなたは今，「ありがとう」を伝えたい人はいますか。 29 人 １人 

 

誰に「ありがとう」を伝えたいですか。  ※自由記述（複数回答可） 

母（12 人） 父（10 人） 友達（９人） 祖母（４人） 家族（３人） 先生，兄弟姉妹（２人）

祖父，看護士（１名） 

 第１学年及び第２学年での学習の成果から，ほとんどの児童が家族などの身近な人たちに対して，「遊

んでくれる」や「ご飯を作ってくれたり，洗濯をしてくれたりする」，「欲しいものを買ってくれる」と

いった「感謝」の気持ちを持って生活していることが分かった。 

 ３年生では，社会科「働く人とわたしたちのくらし」や総合的な学習の時間等での学習活動を通して，

自分たちの生活を守り，支えている地域の人たちの存在について触れてきている。しかし，児童の意識

調査では，「感謝」の対象は，自分と接する時間が長く，直接的な影響力の大きい身近な家族や友達が中

心であることが分かる。 

 第３学年という発達段階及び内容項目を考えると，自分の生活を支えてくれている多くの人々の思い

を考え，その人たちの存在意義に対する理解を深めながら，「感謝」の対象を広げていくことが必要であ

ると考える。 

 

(3) 教材について 

 本教材は，石工職という家業と村の要職のかたわら，阿蘇の道沿いに 50 年で 1824 個の道しるべを作

り続けた甲斐有雄の生涯を描いたものである。石を彫り，道しるべを作るという苦労の多い作業を支え

たものは，当時，厳しい阿蘇山中の自然を旅した人々や共に暮らす村人の幸せとひとときの安らぎを願

った有雄の気持ちであった。 

 本資料は，そのような有雄の業績や気持ちを理解させるとともに，有雄に対する人々の感謝の気持ち

に気付かせることによって，公共のために自らの苦労や損得をいとわずに尽力してきた人々に対する尊

敬や感謝の念を育てるのに適した教材である。 

 

(4) 指導にあたって 

○ 教材の提示に際しては，児童がより甲斐有雄や村の人たちの気持ちに迫ることができるよう，テレ

ビ番組で放送された「熊本の心」広報テレビを活用する。また，教材を一度視聴しただけでは感じ取

ることが難しい道しるべづくりの大変さについては，適宜教師が補足説明を行うことで，児童の登場

人物への自我関与を深める一助とする。 

○ 付箋に村人の感謝の気持ちを想起して書く際は，児童が感謝の理由に焦点を当てて考えることがで

きるよう，書く部分を絞り込んだ付箋を用意し，一人に複数枚配付する。 

○ 発問を構成するに当たっては，人々のために道しるべを作った甲斐有雄と，その甲斐有雄の行いに

感謝の気持ちを表す村の人たちの双方の心情を考えることで，尊敬と感謝の気持ちを持って，互いに

認め合っていくという日常の人間関係づくりにもつなげていきたい。 

○ 児童がねらいとする価値に基づいて自らの生活場面を振り返ることができるよう，学校のため，あ

るいは地域のために活動しておられる方々のインタビュービデオを作成し，視聴させる。 

○ 本時の学習後，３月の学級活動「１年間の成長を振り返って」の中で，感謝の気持ちを伝える相手

や伝える方法について話し合い活動を計画し，日常生活場面での実践につなげていく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 各教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各教科等】                             【学校行事等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

学びを支える 

 

➎発問の精選を図り，児童が意見を考えたり交流したりする時間を十

分確保する。また，発問の中で出てきた児童の意見を適切に整理し，

児童の思考過程が分かるような板書を行う。 

➏ＩＣＴ機器を効果的に活用し，児童の興味関心を高めるために教材

のＤＶＤや地域の人々へのインタビュービデオを視聴させる。 

学びを振り返る 
思考過程の可視化と 
学びの振り返り 

➌児童が村人の気持ちに自我関与して考えた意見を付箋に書き，グル

ープで思考ツールを活用し，他の人の考え方に触れ，まとめながら

多面的・多角的な考えに触れる場を設定する。 

➍自らが書いた付箋を貼り，さらに自分の考えを深めることができる

ようワークシートを工夫する。 

学びを引き出す 
学習活動を生む 
「問い」の工夫 
(言語活動の充実) 

➊「ありがとう」という言葉を基にした一貫性のある学習活動を計画

することで，児童の課題意識を明確にし，自らの生活を振り返りな

がら考えることのできる主体的な学びを引き出す。 

➋展開の後段で導入時と同様の問いを行うことで，学習前後の感謝し

たい対象の広がりを自覚できるよう工夫する。 

【２月】感謝の心   
Ｂ 感謝 

教材名 「道しるべ」 
家族など生活を支えてくれている人々や現在の生

活を築いてくれた高齢者に，尊敬と感謝の気持ちを

持って接すること。 

【10 月】尊敬と感謝 

教材名 「白魚のくる川」 

【国語】 

心にのこったことを，自分の言葉で表そう 

「モチモチの木」 

【学活】 

１年の成長を振り返って 

【社会】 

受けつがれる行事 

【１月】お年寄りを大切に 

教材名 「ばあちゃんが学校にきた」 

※学級におけ

る日常活動 

 

当番活動 

係活動 

清掃活動 

給食記念週間 

６年生を送る会 

等 

 

 

【社会】 

働く人とわたしたちのくらし

日常生活場面での実践と振り返り 

【道徳教育の目標】 
いい声・・・思いや考えを自分の言葉で伝える子どもの育成 
いい顔・・・真剣で笑顔あふれる子どもの育成 
いい心・・・助け合うやさしい子どもの育成 

【３年生 重点内容項目】 
Ａ 希望と勇気，努力と強い意志  Ｂ 感謝 
Ｃ 家族愛，家庭生活の充実    Ｄ 感動，畏敬の念 

【学校教育目標】 
気づく子どもの育成 

～いい声・いい顔・いい心～ 

【総合】 

山鹿 新発見！ 



５ 本時の展開 

(1) 本時のねらい 

  甲斐有雄が道しるべを立てたことに対して，記念碑を作りたいと考えた村の人々の思いを考える活

動を通して，生活を支えてくれている人々や現在の生活を築いてくれた高齢者に感謝の気持ちをもっ

て接しようとする態度を養う。 

(2) 展開 

過程 学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点及び評価 備考 

導入 
５分 
 
 
 
 
 

 

展開 

35分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 

５分 

１ 今，感謝の気持ちを伝え
たい人とその理由について
考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 教材「道しるべ」を視聴
し，話し合う。 

(1) 甲斐有雄が道しるべを作
り続けた理由を考える。 

 
 
 
 
 
 
(2) 村の人々が記念碑に込め
た思いについて話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 身近な人たちで感謝の気
持ちを伝えられる人の存在
について見つめ直す。 

 
 
 
 
 
 
４ 感謝の気持ちを伝えたい
人について考えを深める。 

 
 
 
 
 
５ 教師の説話を聞く。 

Ｔ：今，あなたが「ありがとう」
を伝えたい人は，誰ですか。
また，なぜそう思うのです
か。 

Ｃ：お母さん。育ててくれている
から。 

Ｃ：家族。いつも大切にしてくれ
ているから。 

Ｔ：「ありがとう」とは，いい言
葉ですね。今日は，「ありが
とう」を伝えたい人について
考えてみましょう。 

 
 
 
 
 
Ｔ：有雄さんは，どんな気持ちで

50 年もの間，道しるべを作り
続けたのでしょう。 

Ｃ：道に迷う人がいないように。
Ｃ：道に迷って，命を落とす人が

いないように。 
Ｃ：旅人の疲れが取れるように。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ：こういう人は，あなたの近く

にいませんか。 
Ｃ：交通指導をしてくれている人

は，私たちの命を守ってくれ
ている。 

Ｃ：私たちを見守ってくれている
地域の人たちがいるから，安
心して生活できている。 

 
Ｔ：今日の学習を通して，あなた

が「ありがとう」を伝えたい
人には，どんな人がいます
か。 

 
 
 
Ｔ：先生も，今「ありがとう」を

伝えたい人がいます。 
 

○事前のアンケート結果に基づき，
１つの視点に集中しないよう，意
図的な指名を行う。また，児童の
意見をグループ分けして板書し，
感謝の対象を明確にする。 

○児童の意見を共感的に受け止める
とともに，本時の授業を通して，
その対象を増やしていくという本
時の方向性を示すことで，道徳的
価値に根ざした発問へとつなげ
る。 

 
 
 
 
○教材は DVD を視聴させながら提示
する。 

○石で道しるべを作る大変さや仕事
とは別に作成していたという背景
についても補足説明することで，
甲斐有雄の山道を通る人々に対す
る気持ちに迫らせる。 

○道しるべに自分の作った歌を刻ん
だ理由についても考えさせる。 

 
○個人でフリーカード（付箋）に考
えを複数枚書いた後，グループで
の話し合いの場を設定し，多様な
意見を交流させる。 

○フリーカードには，感謝の理由が
短く，また明確になるよう工夫す
る。 

 
○２～３グループから話し合った内
容について紹介させ，他のグルー
プからは紹介されなかった意見を
求め，板書する。 

 
 
 
 
 
 
○児童から出された意見に基づき，
同様の理由から児童の身近にいる
様々な人たちについて考えさせ
る。 

○地域で児童を見守ってくれている
様々な職種の方々に取材したイン
タビュービデオを視聴させること
で，多面的・多角的に考える一助
とする。 

 
 
 
 
 
 
 
○児童にない視点から感謝したい人
を紹介することで，さらに身近な
人たちの存在に関心を持たせる。

フラッシュ

カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型テレビ

ＤＶＤ 

挿絵 

 

 

 

 

 

付箋 

ホワイトボ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュ

ービデオ 

 

 

ワークシー

ト 

   

あなたが「ありがとう」の言葉を伝えたい人は，だれですか？ 

Ｔ：記念碑には，それを建て
た人たちの「ありがとう」
の気持ちがつまっていま
す。この記念碑には，村の
人たちのどんな「ありがと
う」がつまっているでしょ
う。 

・みんなを安心させてくれて
ありがとう。 

・みんなの命を守ってくれて
ありがとう。 

・みんなを楽しませてくれて
ありがとう。 

・みんなの疲れを取ってくれ
てありがとう。 

【評価】（ワークシート） 
自分たちの生活を支えてくれて
いる人たちの存在に気付き，感謝
の気持ちを持って接していこう
とする意欲をもてたか。 
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 出典：「くまもとの心」小学校３・４年（熊本県教育委員会） 



 

出典：「くまもとの心」小学校３・４年（熊本県教育委員会） 


